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1．1．ポジティブ幻想の背景と概略   
伝統的な精神的健康観においては，自己や現実世界に村する正確な認知が，精神的健康を維持  
するために必要不可欠な要素であると考えられてきた（e．g．，Jahoda，1953）。この考え方は，今日  
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1．2．3種類のポジティブ幻想   
Taylor＆Brown（1988，1994）は，社会的認知に関する先行研究を整理したうえで，ポジティ  
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Tennen＆Affleck（1993）は，自尊心の高い者が対人間のフィードバックに村して感受性が鈍い  
という例を挙げ，ポジティブ幻想を持つ人は，幻想を最適な範囲に保つようなフィードバックが  
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3．1．ストレスフルイベントの中でポジティブ幻想が維持されるプロセス   
Taylor＆Armor（1996）は，ストレスフルイベントの中でポジティブ幻想が維持されるプロセ  
スを以下のように解説している。   
平常時でも，普通の人は適度なポジティブ幻想を有している。ストレスフルイベントが発生す  
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は，感情的な苦痛をコントロールし軽減する助けとなる。   
このようなプロセスを経て，ポジティブ幻想はストレスフルイベントの否定的な影響を緩和し，  
精神的健康を維持する助けとなる。  
3．2．3つのポジティブ幻想がストレスフルイベントの中で果たす役割   
以上のようなプロセスを経て維持された3つのポジティブ幻想が，ストレスフルイベントの中  
でどのような役割を果たすかについては，以下のようなことが明らかになっている（Taylor，  
1989；Brown，1993；Taylor＆Armor，1996）。   
非現実的にポジティブな自己認知は，ストレスへの感情的反応をうまく制御することや，積極  
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たり，あるいは目標を撤回するといったような回避的な方略を用いることが明らかになっている。   
以上より，3つのポジティブ幻想は，ストレスフルイベントに直面した際の精神的健康の維持  
に貢献する有用な資源になるといえるだろう。  
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4．1．ストレスフルイベントの性質との関連   
まず，どのような性質のストレスフルイベントにおいてもポジティブ幻想は現れるのか，また，  
有用であるのかという問題を検討する必要がある。主に，ストレスフルイベントの深刻性（脅威  

























































4．3．3種類のポジティブ幻想の相互関係   
もう一つの検討課題は，3つのポジティブ幻想の相互関係を明らかにすることである。ストレ  
スフルイベントにおいて3つのポジティブ幻想が同時に現れるのか，また，どのような相互関係  
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2 これについては，Epstein＆Meier（1989）の指摘するように，楽観性が，不適応的な楽観性と適応   
的な楽観性の2種類（素朴な楽観性（naiveoptimism），統制感に方向付けられた楽観性（mastery－   
orientedoptimism））に分けられるとする考え方と，楽観性自体が現実のリスクに対する知覚と結   
びついている（Aspinwall＆Brunhart，1996）という考え方の2種類がある。  
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